
人口と世帯（平成 20年 5月 1日現在）　1,740 世帯　（-3）　男 2,669 人（-16）　女 2,822 人（-8）　計 5,491 人（-24）
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　300 年以上立っている大山桜の立派な枝ぶりにお客さ

んは驚かれます。太く丈夫な幹がきれいな花を咲かせます。

組織や家庭でもしっかりした幹がいると、良い仕事をさせ、

家庭も円満になると思いますがいかがでしょうか。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５／１）

春を彩る “日本一の天王桜”

教育・生涯学習 6～ 7

おしらせ 8～ 13

いたずらわんぱく・窓口から 14
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休日の病院（緊急時）
5月 　6月

今月の
納期は

国 民 健 康 保  険 税　第 2期

納期は　6月 2日（月）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！
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17日（土）　内田病院
18 日（日）　国立沼田病院
24 日（土）　沼田脳神経外科
25 日（日）　利根中央病院

001 日（日）　内田病院
007 日（土）　国立沼田病院

14 日（土）　利根中央病院
15 日（日）　月夜野病院

りゅうた 

命名

将来どんな人になってほしいですか
明るく元気で人に優しく誰から
も好かれるような人になってほしいです。

（父）桑原　隆信（母）裕美さん（御座入）のお子さん

隆汰
ちゃん

平成 19年 4月６日生まれ さん星 野  城 二
ほ  し  の    じ ょ う じ

24 歳
（父）良夫　（母）すみ子さん

片品村大字越本

３．片品をどう思いますか
　自然が満開で、水や空気、食べ
　物全般が美味しく、とても住み
　やすい村だと思います。また地
　域の方は、  人情味溢れる方が多
　く、 『田舎の温かさ』 を肌で感じ
　ることができる村だと思います。

１．何処へお勤めですか 　
　４月から片品村役場むらづくり
　観光課に勤務しています。

２．趣味は何ですか　
　散策、ドライブ、音楽鑑賞。

４．村内のおすすめスポットは　
　尾瀬、スキー場、村内各地の温泉や旅館。

７．村民の方へメッセージをお願いします
　役場の観光課の一番窓口に近い机に座っています。これから
　よろしくお願いします。近くに来たら会いにきらっしゃい。

５．好きな異性のタイプ　
　心が温かい子が好きです。
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待望の男の子が生まれ、たくま
しく成長してほしく「太い」と
言う字を使いたく汰という文字
を選びました。隆という字は父
親から一文字もらい画数を見て
決めました。

６．目標があれば教えてください　
　幸せな家庭を築くこと。片品村をさらに盛り上げ、その名を
　全国に轟かせること。

さ  や   か

爽快ちゃん 平成１９年 4月 26 日生まれ
（父）梅沢　信洋（母）知子さん（土　井）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか
何事にもくじけず、 いつも爽や
かな笑顔でまわりの人を快い気
分にさせるような人になってほ
しいです。

★
婚
姻
さ
れ
た
方
 3
組

○
入
澤　
　

公
啓　
　

越　

本

　

阿
久
澤　

慶
子　
　

前
橋
市

○
齋
藤　
　

敦
司　
　

鎌　

田

　

滝
口　
　

裕
子　
　

福
島
県

○
星
野　
　

浩　
　
　

須
賀
川

　

山
田　
　

り
つ
子　

前
橋
市

31日（土）　月夜野病院

008 日（日）　沼田脳神経外科

命名
爽快とは「さわやかでこころよ
いこと」雪が解けて、 新しい季
節の始まりの爽快感をイメージ
し命名しました。
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固    定    資    産    税    第 1 期
上    下    水    道    料    第 1 期
自 動 車 税   ・   軽 自 動 車 税
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春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
「
国

道
１
２
０
号
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
４

月
23
日
（
水
）
に
行
わ
れ
、
今
年
は
片

品
村
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キ
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場
連
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会
・
片
品
村

民
宿
旅
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組
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会
か
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の
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が
あ
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ま
し
た
。
椎
坂
峠
山
頂

に
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合
し
た
参
加
者
は
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２
０
号
を
片

品
方
面
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沼
田
方
面
に
分
か
れ
、
ス
キ

ー
シ
ー
ズ
ン
中
に
捨
て
ら
れ
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０
０
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４
月
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（
金
）
金
精
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路
の
開
通

式
が
、
大
勢
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来
賓
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迎
え
盛
大
に
行

わ
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た
。
道
路
の
周
り
に
は
ま
だ

残
雪
が
あ
り
、
尾
瀬
太
鼓
の
演
奏
と
雪

景
色
で
開
通
を
待
ち
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び
て
い
た
観
光
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を
和
ま
せ
て
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ま
し
た
。
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４
月
27
日
に
照
姫
ま
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り （
練
馬
区
）、

４
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29
日
に
は
苗
木
市
（
蕨
市
）
が
開

催
さ
れ
、
片
品
村
も
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加

し
ま
し
た
。
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椎坂峠ゴミ拾いの様子

尾瀬太鼓の演奏に合わせてテープカット

今年も１番は越本の入沢　潔さん

練馬区　照姫祭りの様子

蕨　市　苗木市の様子
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　平成１９年度資源ごみ（ペットボトル・牛乳パック・ダンボ－ル・新聞・雑誌類）の収集量がまとまりました。
今まで燃えるごみとして多く出されていたものが、最近では住民皆さんのリサイクルへの意識が向上したことによ
り、過去４年間と比較しても分かるように収集量が全てのもので大きく増えています。ペットボトルについては、
前年の２倍以上増えています。１年でこれだけの量が増えたということは、今までは燃えるごみとして多く出され
ていたものが、今は資源として出されてきたのだと思います。
　大事な資源をごみとして燃やすことは、大変もったいない事でもありますし、地球温暖化にもつながります。今
一度、リサイクルについて一人ひとりが考えていただき、循環型社会実現に向けての協力をお願い致します。

◆ 片品村の資源ごみ排出量

資源ごみの回収量が順調に伸びています

品目
年度

7.97 1.58平成１９ 年度 43.30 26.12 43.63

0.96
平成１８ 年度 31.06 25.29 41.16 3.73 1.12
平成１７ 年度 22.38 13.94 17.58

1.6210.18

2.01
1.05 0.34

平成１５ 年度 13.50 8.63
平成１６ 年度 20.42 10.49 12.79

ダンボ－ル 雑誌 新聞 ペット ボト ル 牛乳パック

0.50

（単位：トン）

★集められた資源ごみは、今までは処分料を払って処分してもらって
　いましたが、 今は有価で買い取ってもらえます。   皆さんが資源ごみ
　を燃やさずにきちんと出して頂けると村の財政は多少ではあります
　が潤います。 
　是非、 資源ごみは燃やさずにきちんと分別して出してください。

◆ 平成 19 年度収集量及び売却金額の状況

合計 １，３４５，５１０ 円

収集量
14.68t
1.58t

43.30t
43.63t
26.12t
7.97t

１３７．２８ｔ

１７３，２００ 円
２６１，７８０ 円
５２，２４０ 円

１１９，５５０ 円

１ｔ 単価 売却金額
７３４，０００ 円

４，７４０ 円

新　　　聞
雑 誌 類
ペット ボト ル

５０，０００ 円
３，０００ 円
４，０００ 円
６，０００ 円
２，０００ 円

１５，０００ 円

品　　　目
アルミ 缶
牛乳パック
ダンボ－ル

中身が残ったりしていて資源とはならないビン・缶類

資源となるもの

第
25
回
全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
参
加
（
前
橋
公
園
会
場
）

    

４
月
７
日  （
月
） 

か
ら
４

月
13
日
（
日
）
ま
で
、   「
い

で
湯
の
ま
ほ
ろ
ば （
足
湯
）」

に
片
品
温
泉   （
新
井
の
湯
） 

を
提
供
し
、 

来
場
者
の
方
々

に
か
け
流
し
の
温
泉
で
足
湯

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

   

ま
た
、 

４
月
18
日 （
土
） 

に

は
、 「
市
町
村
の
日
」 

イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、  

尾
瀬
太
鼓
愛

好
会
の
演
奏
及
び
観
光
Ｐ
Ｒ

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

尾瀬の四季を演奏した尾瀬太鼓愛好会

檜
づ
く
り
の
足
湯

尾瀬サラダ
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　 戸籍　　　住民記録関係　　　印鑑証明　　国民年金　　　

　

　

むらづくり
観 光 課

出 納 室

議会事務局

教育委員会
事 務 局

　 青少年育成　　文化センター　　社会体育

簡易水道　　公共下水道　　農業集落排水　　合併浄化槽

片品村農業委員会　農業　　林業　　畜産　　水産　　土地改良事業
農業共済　　農業災害　　治山治水　　狩猟　　鳥獣保護及び捕獲

教育委員会　　学校管理　　奨学資金　　教職員

消費者行政　商工　　　　観光振興　　　　観光施設
景観計画　　国土利用計画　　公共交通　　労働　　鉱業・温泉
広報　　　　統計　　　　地域づくり　　　過疎計画　　　山振計画

業　　　　　　　務　　　　　　　内　　　　　　　容

学校経営指導　公民館管理　　社会教育　　文化財

議員　　議会委員会　　議事日程　　議案

農林建設課
狂犬病予防　一般廃棄物　　環境　　　　　　共同墓地
公園管理　　公衆トイレ　　公害　　　　　　国民保養温泉地

公共土木及び農林業施設の災害　　

公金の収納　　公金の支払　　一般会計・特別会計管理　　各基金管理　　

請願　　陳情　　監査委員

出納検査　　　決算・定期監査　

国立公園　　観光事業

村道　　　　農道　　林道　　河川　　用水路　　村営住宅

保健福祉課

保健事業全般　予防接種　　　献血　　　　　　　健康管理センター

福祉医療　　　児童福祉　　　母（父）子福祉　　寡婦福祉　　障害者福祉
高齢者福祉　　保育所　　　　児童館　　敬老バス割引券　　　公衆衛生協会

食生活改善　　国民健康保険　高齢者医療　　　　介護保険

住 民 課
村県民税　法人村民税　　　　固定資産税　軽自動車税　たばこ税　鉱産税
入湯税　　国民健康保険税　　固定資産税評価審査委員会

総 務 課

職員人事給与　行政改革　公平委員会　区長組長　自衛官募集事務

消防防災治安　交通安全　指定金融機関　公有財産　情報政策　入札制度　　

片品村選挙管理委員会　　　　

　

広
報
１
月
号
で
役
場
の

機
構
改
革
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
４
月

か
ら
役
場
の
行
政
組
織
は

総
務
課
、
住
民
課
、
保
健

福
祉
課
、
農
林
建
設
課
、

む
ら
づ
く
り
観
光
課
、
出

納
室
、
議
会
事
務
局
、
教

育
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
た
行
政

運
営
を
進
め
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
役
場
内
各
組
織

の
業
務
内
容
は
、
次
の
片

品
村
役
場
事
業
案
内
表
の

と
お
り
で
す
。

尾
瀬
自
然
保
護
管
事
務
所

　
　
　
　
　

新
レ
ン
ジ
ャ
ー
着
任

わが 家 の 自 慢 料 理
鶏のチーズ焼きあんかけ 作成者　片品村食生活改善推進員連絡協議会

材料（4人分）

○１人分の栄養価　　ｴﾈﾙｷﾞ ：ー242Kcal　　蛋白質：19.3ｇ　　脂質：15.4ｇ　　ｶﾙｼｳﾑ：132ｍｇ　　塩分：1.2ｇ

作り方

◇鶏肉の効能

～鶏肉を使った料理～

・鶏肉に含まれるたんぱく質は、肉の繊維が細くやわらかいのが特徴。そのため、たんぱく質の消化吸収率が高く、

昔から効き目の早い滋養食として愛用され、虚弱体質、病後の体力気力の低下、疲労倦怠感などに効果を発揮します。

鶏のむね肉・・・・300ｇ
塩・・・・・・２  つまみ
酒・・・・・・大さじ１
ねぎ・・・・・・・１ 本 
ししとう・・・・・12 本
サラダ油・・・・・  適量
スライスチーズ・・  ４枚

・和風のとろりあんで冷めにくく、熱々のままいただけます。
◇ワンポイント

３
月 

国 
民 
年 
金 
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「
こ
ん
た
ー
」
は
」「
あ
な
た
」
ま
た
「
○
○
さ
ん
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
こ
ん
た
ー
は
、 

何
し
だ
い
？
」 

と
言
え
ば 「
○
○
さ
ん
は
何
を
す
る
の
で
す
か
？
」
で
す
。

　
「
こ
ん
た
ー
」
の
語
源
は
、
古
語
の
「
こ
な
た
（
此
方
）   

の
転
訛
し
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

大
相
撲
の
行
事
さ
ん
が 「
こ
な
た
〜
」 

と
や
る
あ
れ
で
す
。 「
こ
ん
た
ー
」 

は 「
此
方
様
」 
に
も

通
じ
ま
す
か
ら
、
丁
寧
な
言
葉
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
三
言
は
、 

か
つ
て
の
片
品
村
の
朝
、 

昼
、 

晩
の
挨
拶
の
代
表
格
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
は
や
か
っ
た
む
し
」
は
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
で
す
。

　
「
は
や
か
っ
た
」
は
そ
の
通
り
「
早
朝
、
朝
」
を
意
味
し
て
い
て
「
お
早
う
」
の
意
で
す
。

　
「
む
し
」
は
「
で
す
ね
」
の
意
味
で
し
ょ
う
。
語
源
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
説
が
あ
り
ま

す
が
「
む
し
」
は
「
申
し
」 

が
転
訛
し
た
も
の
、 

と
い
う
説
が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。

　
「
む
し
」
は
片
品
の
会
話
の
語
尾
に
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
片
品
音
頭
に
も
「
ほ
ん
と
に
い

い
む
し
そ
う
だ
む
し　

片
品
〜
」
で
す
。
電
話
の
「
も
し
も
し
」 

も
語
源
は 「
申
し
申
し
」
が

定
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
い
い
あ
ん
べ
ー
だ
む
し
」
は
「
い
い
天
気
で
す
ね
」
ま
た
「
い
い
陽
気
で
す
ね
」
で
す
。

　
「
い
い
」
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
で
「
あ
ん
べ
ー
」
は 「
あ
ん
ば
い
＝
塩
梅
、 ・
按
配
」 

の
転

訛
で
こ
の
場
合
は
、 

ほ
ど
あ
い 

・
加
減
で
し
ょ
う
。 

丁
度
今
頃
の
陽
気
も
「
い
い
あ
ん
べ
ー
だ

む
し
」
で
す
ね
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
「
あ
ん
べ
ー
」
は
「
具
合
や
状
態
」
を
言
う
と
き
に
「
あ
ん
べ
ー
わ
り
ー

（
具
合
が
悪
い
）」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
つ
か
わ
れ
方
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
ば
ん
な
っ
た
む
し
」
は
「
今
晩
は
」
で
す
。「
お
ば
ん
」
は
「
お
晩
」
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
挨
拶
言
葉
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
味
わ
い
深
い
意
味
を
含

ん
で
い
た
ん
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　

大
竹
将
彦
）

１２０ml

大さじ１/２

小さじ１

小さじ１

大さじ１

だし汁

しょうゆ

Ａ みりん

片栗粉

水

①鶏肉は厚さをそろえて食べやすい大きさに切り、酒と塩をふる。

②ねぎは４㎝長さのぶつ切りにする。

  　ししとうは中ほどに１㎝くらいの切り込み

  　を入れる。

③フライパンにサラダ油を熱し、①の鶏肉を

  　入れて両面を焼く。空いた場所に②の野菜

  　を入れて色よく焼き、取り出す。

④鶏肉が焼けたら火をとめ、スライスチーズを

  　のせ、ふたをする。

⑤小鍋にＡを合わせて煮立てて、とろみをつける。

⑥④のチーズが溶けたら器に盛る。③のねぎとししとうを添え、⑤のあんをかける。

片 品 村 役 場 事 業 案 内 表

　

昨
年
11
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し

た
尾
瀬
自
然
保
護
管
事
務
所
は
年
度
末

人
事
異
動
に
よ
り
保
護
管　

速
水
香
奈

さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

前
任
地
は
九
州
地
方
環
境
事
務
所

（
熊
本
県
）
で
す
。

  

「
尾
瀬
国
立
公
園
単
独
化
に
伴
い
、

環
境
省
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
等
、

尾
瀬
が
大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
い
ま
す
。
地
元
の
皆
様
と
い
っ

し
ょ
に
盛
り
あ
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

速水香奈さん
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図 書 室 カレンダー   6 月りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 『心の時代』

　さだ　まさし　作　サンマーク出版　
　昭和 40年。1,500km離れた長崎から
ヴァイオリン修行のため中学１年で単身
上京。自分をとりまく環境、人間模様、
等々。その中からさまざまな生き方を学
び、人々の枯れた「こころ」に元気と勇
気を与えてくれる１冊です。　

月 火 水 木 金 土日

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
年
四
月
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

木
村　

佳
江

強
東
風
に
せ
き
れ
い
滑
る
磧
石

羽
繕
う
百
舌
鳥
が
縄
張
る
田
打
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

松
井
亜
作
枝

大
い
な
る
尾
瀬
の
眩
し
く
斑
雪
村

裳
裾
引
く
白
衣
観
音
花
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

中
村　

導
子

ゆ
っ
く
り
と
廻
る
水
車
や
花
菜
咲
く

朝
焼
け
の
駅
の
コ
ー
ヒ
ー
春
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

誕
生
餅
足
ふ
ん
ば
る
児
山
笑
ふ

味
噌
豆
の
甘
き
香
匂
ふ
春
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

吉
野　

道
子

鍾
楼
の
余
韻
わ
た
れ
り
梅
ひ
ら
く

山
雀
の
胸
ふ
く
ら
ま
せ
花
曇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

渡
辺　

和
昭

雪
解
け
の
忠
魂
碑
守
る
四
十
雀

夜
も
す
が
ら
渓
声
告
ぐ
る
春
の
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野
ト
ミ
エ

裸
木
に
花
を
咲
か
せ
し
春
の
雪

ほ
ろ
苦
き
蕗
み
そ
つ
け
し
朝
の
粥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

萩
原
キ
ヨ
子

マ
ン
サ
ク
の
花
ひ
っ
そ
り
と
崖
の
ふ
ち

エ
ー
プ
リ
ル
雪
降
り
積
も
る
珍
ら
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

光
子

跡
継
ぎ
の
決
ま
ら
ず
傘
寿
畑
を
打
つ

保
育
所
の
は
だ
し
教
育
春
の
泥

　
　
　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

春
暁
や
白
き
障
子
に
陽
の
早
き

早
す
ぎ
る
永
遠
の
別
れ
の
な
ご
り
雪

　
　
　
　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

滝
の
爆
鐘
の
音
遠
し
春
が
す
み

五
月
雨
昔
乍
ら
の
軒
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

康
一

春
う
ら
ら
土
の
匂
い
や
畑
お
こ
す

靖
国
の
さ
く
ら
舞
い
け
り
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寺
岡　

貞
子

満
開
の
花
び
っ
く
り
の
春
の
雪

朝
清
し
谷
よ
り
生
ま
れ
る
も
や
の
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

歌
子

春
の
日
に
石
に
宿
り
し
温
も
り
よ

籾
撒
い
て
今
年
の
豊
作
願
い
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

千
明　

新
芽

人
来
た
り
人
去
り
四
月
悲
喜
秘
め
て

雪
出
水
小
い
さ
き
沢
の
光
り
お
り

教育委員会　6 月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・壮年ソフトボールリーグ戦
・村民・区対抗ゴルフ大会
・体協長杯ゲートボール大会
・議長杯グランドゴルフ大会
・社会人野球夏季リーグ戦
・片品カレッジＥ
　　歩いて笑顔ウォーキング教室
　　　　　　基礎
　　　　　　リーダー
※片品カレッジは、暮らしに生かせる論語、ローラ
    の英会話なども実施しています。
☆学校関係
・片品村教育研究会
◇片小 
・プール開き
・５年尾瀬学習
・授業参観
・PTA 球技大会･心肺蘇生法講習
・校外学習（3年生）
・学校保健委員会①
※アルミ缶回収を継続して実施しています。地
　域の方々のご協力をお願い致します。
◇北小 
・プール開き
・通学路清掃
・学校公開日
・尾瀬情報ｾﾝﾀｰ見学 (3 ～ 6年生 )
※学校公開日には救急法講習会を実施しますの
　で、多くの方の参加をお願いします。
◇南小
・健全育成美化運動
・ＰＴＡ奉仕作業
・プール開き
・尾瀬遠足（全校）
※健全育成美化活動では、道路のゴミ拾いを、
　親子でがんばります。
◇武尊根小 
・グランドゴルフ交流会
・プール開き
・日曜参観
・振替休業日
※グランドゴルフ交流会には、たくさんのお年
　寄りの方の参加をお待ちしています。
◇片中
・１日公開参観日
・尾瀬高校見学（3年生）
・郡市中体連陸上大会
・校内マラソン大会
  PTA 親子ふれあい環境作業日
・文化財めぐり
※マラソン大会では、ゴール目指して全力で走
　る生徒へあたたかい声援をお願い致します。
　女子発走　10：20　　　男子発走 10：50（予定）
※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

2 日 ( 月 ) ～
3 日 ( 火 )
19 日 ( 木 )

上旬
16 日 ( 月 ) ～

　　
8日 ( 日 )

8 日 ( 日 )・15 日 ( 日 )

　

5 日 ( 木 )
 

2 日 ( 月 )
4 日 ( 水 )

10 日 ( 火 ) ～ 12 日 ( 木 )
14 日 ( 土 )
27 日 ( 金 )
30 日 ( 月 )

　
 

10 日 ( 月 )
12 日 ( 火 )
19 日 ( 木 )
23 日 ( 月 )

　

7 日 ( 土 )
10 日 ( 火 )
11 日 ( 水 )
20 日 ( 金 )

　
 

10 日 ( 火 )
11 日 ( 水 )
22 日 ( 日 )
23 日 ( 月 )

　

10 日 ( 火 )
13 日 ( 金 )
14 日 ( 土 )

 20 日 ( 金 )
25 日 ( 水 )

体
験
活
動
を
通
し
て
「
活
力
あ
る
楽
し
い
学
校
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
小
学
校
長  

小 

林 

兵 

衛

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
校
長
会
長
）  

　

本
校
で
は
、
教
育
の
具
体
目
標
の
一
つ
に 「
自
然
を
愛
す
る
子
」 （
自

然
愛
・
郷
土
愛
）
を
掲
げ
、
地
域
の
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
教

育
活
動
を
実
践
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
行
わ
れ
た
「
全
国
植
樹
祭
」
を
契
機
に
、 「
み
ず
ば
し
ょ

う
緑
の
少
年
団
」 

が
結
成
さ
れ
、 

自
然
や
緑
を
愛
す
る
と
と
も
に
、 

地
域

社
会
を
愛
す
る
心
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
活
動
を
計
画
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
美
化
活
動
、
野
菜
栽
培
・
花
栽
培
活
動
、
自
然
体
験
活
動
等
を

意
欲
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
８
月
末
に
、‘

尾
瀬’

が
単
独
の
国
立
公
園
と
な
り
ま
し
た
。

全
児
童
・
職
員
は
、

こ
の
こ
と
を
誇
り
に

思
う
と
と
も
に
励
み

に
し
て
、
さ
ら
に
自

然
の
美
し
さ
・
環
境

問
題
等
に
つ
い
て
真

剣
に
学
び
、
自
己
の

伸
長
を
図
ろ
う
と
決

意
新
た
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
活
力
あ
る
楽
し

い
学
校
を
め
ざ
し
て

努
力
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
み
ど
り
の
日
」
自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰　

受
賞

　

平
成
20
年
度
「
み
ど
り
の
日
」
自
然

環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
（
自
然
ふ

れ
あ
い
部
門
）
を
片
品
小
学
校
が
受
賞

し
４
月
28
日
（
月
）、 

新
宿
御
苑 （
東
京

都
）
に
お
い
て
表
彰
状
の
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、  

自
然
環
境
の
保
全
に

関
し
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
・

団
体
を
表
彰
し
、
こ
れ
を
讃
え
る
と
と

も
に
、
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
国

民
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

片
品
小
学
校
で
は
、「
み
ず
ば
し
ょ
う

緑
の
少
年
団
」
を
平
成
10
年
に
結
成
し
、

以
来
計
画
的
に
全
児
童
で
活
動
し
て
き

ま
し
た
。「
自
然
を
大
切
に
す
る
子
」

を
目
標
に
尾
瀬
の
自
然
を
観
察
し
、
自

然
保
護
運
動
の
歴
史
と
現
在
の
保
護
活

動
を
調
べ
る
こ
と
で
、
人
と
自
然
の
関

わ
り
を
知
り
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
環

境
美
化
活
動
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
星
野
優
輝
君
（
６
年
）
が
受
賞

者
を
代
表
し
て
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

与授らか臣大副境環井桜

「
み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操
」
始
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
カ
レ
ッ
ジ

　

５
月
１
日(

木)

よ
り
、 

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
前
に
て
、 

片
品
カ
レ
ッ

ジ
「
み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
緑
が
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
朝
の
ひ
と
と
き
、

ラ
ジ
オ
体
操
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　

場
所
は　

文
化
セ
ン
タ
ー
前 

　

時
間
は　

火
曜
日
は
８
時
か
ら

　

木
曜
日
は
７
時
30
分
か
ら
で
す

　

途
中
か
ら
で
も
、
ち
ょ
っ
と
だ

け
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

               　
〔
片
品
村
教
育
委
員
会
〕

ラジオ体操のようす
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お 

し 

ら 

せ

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
長
寿
医
療

制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

に
つ
い
て

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
分
の
年
金
か
ら
保
険
料
（
特
別

徴
収
）
を
天
引
き
に
よ
り
徴
収
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
天
引
き
で
き
な

い
方
（
普
通
徴
収
）
は
、
平
成
20
年
度

に
お
い
て
は
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
に

よ
り
納
期
は
、
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
。

第
１
期

　

８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

第
２
期

　

10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

第
３
期

　

12
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

第
４
期

　

２
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で

　

な
お
、
制
度
の
あ
ら
ま
し
、
被
保
険

者
証
、
保
険
料
等
に
つ
い
て
不
明
の
場

合
は
、
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

０
５
７
０―

０
０
２
２
９
９

「 

憲 

法 

週 

間 

」

５
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

７
日
ま
で
の
１
週
間

　

裁
判
所
で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念
日

を
中
心
と
し
た
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
を
「
憲
法
週
間
」
と
し
て
、
各
地
で

様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
橋
の
裁
判
所
で
は
憲
法
週
間
の
行

事
と
し
て
、
裁
判
所
見
学
や
裁
判
員
体

験
等
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
裁
判
員
制
度
」 

と
は
、 

無
作
為
に
選

ば
れ
た
国
民
が
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、

裁
判
官
と
一
緒
に
裁
判
を
行
う
制
度
で
、

平
成
21
年
５
月
に
始
ま
る
予
定
で
す
。

こ
の
憲
法
週
間
で
は
、
見
学
者
の
方
が

裁
判
員
役
を
体
験
で
き
る
模
擬
裁
判
を

行
い
ま
す
。
開
催
日
時
は
次
の
と
お
り

で
す
か
ら
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
裁
判
や
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

●
前
橋
会
場　

　

５
月
16
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜　

　

午
後
３
時
〜

●
沼
田
会
場

　

５
月
30
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

●
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課

　
　
　

０
２
７
（
２
３
１
）
４
７
２
５

　
　
　
　
　
　

内
線
５
６
２･

５
６
３

　児童手当制度は、児童を養育している方に手当を支給すること
により家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会
を担う児童の健全な育成及び資質の向上に資することを目的にし
ています。 

 

１． 手当の種類（児童手当法上の区分） 
■３歳未満の児童
(1)児童手当
(2)特例給付（法附則第６条給付）
　所得制限により児童手当を受けられないサラリーマン（厚生年
金に加入している方）等の特例として、所得が一定額未満の場合
に限って、児童手当と同額の給付が支給されます。 
■３歳以上12歳到達後最初の３月31日までの児童（小学校修了
　前の児童）
(3)小学校修了前特例給付（法附則第７条給付）
　３歳未満の児童の児童手当に相当します。 
(4)小学校修了前特例給付（法附則第８条給付）
　３歳未満の児童の特例給付（法附則第６条給付）に相当します。 
（参考）
■３歳未満の児童

児 童 手 当 と は

児童手当制度の目的

児童手当制度のしくみ

２． 支給対象 
 　児童手当等は、12歳到達後最初の３月31日までの間にある児
童（小学校修了前の児童）を養育している方に支給されます。ただ
し、前年（１月から５月までの月分の手当については前々年）の所
得が所得制限限度額以上の場合には、児童手当等は支給されま
せん。  
 
３． 支給額 
　○ ０～３歳未満　一律 10,000円 （月額） 
　○ ３歳～小学校修了前まで   
 　第１子 5,000円 （月額） 
 　第２子 5,000円 （月額） 
 　第３子以降 10,000円 （月額） 

４． 支払時期 
 　児童手当等は、原則として、毎年２月、６月、 10月に、 それぞれ
の前月分までが支給されます。  

５． 所得制限限度額 
　所得には一定の控除があります。また、所得制限限度額は年に
よって変更されることがありますので、詳しくは市区町村の窓口へ
お問い合せください。

(1)児童手当 

 (3)小学校修了前特例給付
　（法附則第７条給付） 

（国民年金加入者） 　（厚生年金等加入者） 

(1)児童手当 
(2)特例給付（法附則第６条給付）

■３歳以上小学校修了前の児童
　　（国民年金加入者） 　　　　（厚生年金等加入者）

(3)小学校修了前特例給付
　（法附則第７条給付）

(4)小学校修了前特例給付
　（法附則第８条給付） 

はじめに行うこと

続けて手当てを受ける場合

手 続 き 方 法 は

　出生、転入等により新たに受給資格が生じた場合、児童手当等
を受給するには、 市区町村の窓口 （公務員の場合は勤務先） に
「認定請求書」の提出が必要です。　
 
※「 認定請求書」 を提出し、市区町村等の認定を受けなければ、
　児童手当を受ける権利が発生しません。  児童手当等は、認定
　請求をした日の属する月の翌月分から、  支給事由の消滅した
　日の属する月分まで支給されます。  

　なお、転入又は災害などやむを得ない理由により認定請求が
できなかった場合には、そのやむを得ない理由がやんだ後15日
以内に認定請求すれば、転入等の日の属する月の翌月分から支
給されます。 

●認定請求に必要な添付書類等 
健康保険被保険者証の写し等
　請求者が被用者（サラリーマン等）である場合に提出 

児童手当用所得証明書 
　○提出が必要な方
　当該市区町村にその年の１月１日に住所がなかった方（１月
　から５月までの月分の手当の認定請求の場合は、前年の１月
　１日に住所がなかった方） 
　○証明する年
　認定請求日の前年分（１月から５月までは前々年分）　

請求者の銀行等の口座番号など 
　この他、必要に応じて提出する書類があります。 
　　（養育する児童と別居している場合など） 

　添付書類は、認定請求の後日に提出しても良い場合がありま
すので、市区町村の窓口で確認してください。 

　児童手当等を受けている方は、毎年６月に「現況届」を提出し
なければなりません。
　この届は、毎年６月１日における状況を記載し、児童手当等を
引き続き受ける要件があるかどうかを確認するためのものです。
　この届の提出がないと、６月分以降の手当が受けられなくなり
ますので、ご注意ください。 

●現況届に必要な添付書類等 
健康保険被保険者証の写し等 
請求者が被用者（サラリーマン等）である場合に提出 

前住所地の市区町村長が発行する児童手当用所得証明書
当該市区町村にその年の１月１日に住所がなかった場合に提出 

この他、必要に応じて提出する書類があります。 

現況届

児童手当制度のご案内

タイヤ（１本あたり） バッテリ ー
タイヤの種類 単 価 普通自動車（１２ボルト） 無 料

１０インチ～１３インチ ２００円 バイク 有 料
〃 ホイール付 ４００円 ス キ ー

１４インチ～１８インチ ３００円 スキーセット（１６０㎝以上） ３００円
〃 ホイール付 ５００円 スキーセット（１５９㎝以下） ２００円

２１５－１５インチ以上 ４００円 カービングスキー（プレート付） ４００円
〃 ホイール付 ６００円 〃 （プレート無） ３００円

トラック１５インチ～１６インチ ５００円 スノ－ボ－ド ３００円
８００円 スノ－ボ－ドブ－ツ ２００円

大型２０インチ以上 １，２００円 スキ－ブ－ツ１組（大） ３００円
※ホイールのみは、無料 〃         （小） ２００円

ストック 無 料

廃　

品　

回　

収

●
日
時　

６
月
１
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
迄
（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

取
り
扱
う
品
目
及
び
処
理
費
用
（
消

費
税
込
み
）
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
業
員
の
退
職
金
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　

中
退
共
制
度
は
、
退
職
金
制
度
を
持

つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
中
小

企
業
の
方
の
相
互
共
済
と
国
の
援
助
で

退
職
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
作
ら
れ
た
国
の
制
度
で
す
。

中
退
共
済
制
度
の
特
色

●
国
の
制
度
で
す
の
で
安
全
・
確
実
・

有
利
で
す
。

●
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

●
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
又
は
必
要
経

費
と
し
て
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

●
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
、
企
業
間

を
転
職
し
た
場
合
な
ど
の
通
算
が
で
き

ま
す

加
入
手
続
き

●
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
、
押

印
の
う
え
、
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た

は
委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
問
合
わ
せ
先

　

中
退
共
本
部
事
業
推
進
部

　

広
報
計
画
課

　
　

０
３
（
３
４
３
６
）―

０
１
５
１

認定請求

〃 ホイール付
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相　
　
　

談

特
設
人
権
相
談
所

　

い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
等
の
人
権
問
題

や
困
り
ご
と
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
、

お
近
く
の
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
料
金
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に
な

れ
な
い
方
は
通
常
ど
お
り
前
橋
地
方
法

務
局
及
び
沼
田
支
局
で
も
電
話
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

片
品
村
特
設
人
権
相
談
所

●
日　

時　

６
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場　

所　

役
場
２
階
指
導
室

　

人
権
擁
護
委
員

　
　
　

大　

竹　

長　

久
（
須
賀
川
）

　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）
３
１
０
０

　
　
　

小　

山　

倫
太
郎
（
上
小
川
）

　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）
３
９
５
７

　

自
宅
で
も
、
常
時
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

沼
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）
２
５
１
８

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
障
害
の
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て
下
さ

い
。

●
日    

時　

６
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　

受
付
は
午
前
10
時
〜
12
時

●
相
談
会
場

　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

会
場
へ
来
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

在
宅
訪
問
診
査
も
可
能
で
す
の
で
申
し

込
み
の
際
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容　

　

○
整
形
外
科
に
関
す
る
障
害
に
つ
い

　
　

て
の
相
談

　

○
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の
補

　
　

装
具
及
び
自
立
支
援
医
療
（
更
生

　
　

医
療
）
給
付
の
要
否
判
定

●
持 

ち 

物

　

①
印
鑑

　

②
身
体
障
害
者
手
帳

●
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
（
５
８
）
２
１
１
２
（
内
２
３
５
）

５
月
19
日
〜
25
日
は

　
　
　

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す

　

片
品
村
を
担
当
し
て
い
る
行
政
相
談

委
員
は
林
聖
子
さ
ん
で
す
。
行
政
相
談

委
員
は
行
政
相
談
週
間
の
一
環
と
し
て

次
の
内
容
で
特
設
行
政
相
談
所
（
心
配

ご
と
相
談
と
合
同
）
を
開
設
し
ま
す
。

●
日　

時　

５
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所　
　

　
　
　
　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室　
　

　

こ
の
相
談
所
で
は
、 

役
所
（
国
・
県
）

の
仕
事
に
つ
い
て

○
納
得
で
い
き
な
い

○
て
き
ぱ
き
と
や
っ
て
も
ら
え
な
い

○
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

　

等
の
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課　
　
（
５
８
）
２
１
１
１

試　
　
　

験

片
品
村
職
員
採
用
試
験

●
受
験
資
格

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
学

　

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

　

を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
、
又
は
平

　

成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

　

み
の
人

●
職　

種　

一
般
行
政
職

●
採
用
人
員　

１
名

●
申
込
用
紙
配
布
場
所
及
び
提
出
先

　

片
品
村
役
場
総
務
課

●
申
込
期
間　

５
月
12
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
　

６
月
16
日
（
月
）
ま
で

●
第
一
次
試
験　

７
月
20
日
（
日
）

　

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

●
第
一
次
試
験
合
格
発
表

　

８
月
中
旬
、
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

　

合
格
者
に
は
、
第
二
次
試
験
及
び
身　

　

上
調
査
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　
　
　
（
５
８
）
２
１
１
１

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
採
用
試
験

●
受
験
資
格

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

●
試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
受
験
申
込
書
請
求
先

　

最
寄
り
の
税
務
署
（
総
務
課
）、
関

　

東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
又
は
人

　

事
院
関
東
事
務
局
（
配
布
開
始
は
５

　

月
12
日
）

●
受
付
期
間

　

６
月
24
日
（
火
）
〜
７
月
１
日
（
火
） 

自動車税は６月２日（月）
　　　　　　までに忘れずに！

●自動車税は

　コンビニエンスストアでも納税できます。 

  ご注意：軽自動車税は市町村税です。納

　　　　  税場所等は市役所・町村役場へ

　　　　  お尋ねください

●問い合わせ先

 沼田県税事務所 

０２７８（２２）４３３６　

又は群馬県自動車税事務所

０２７(２６３)４３４３

※継続検査（車検）用の納税証明書について

自動車を譲渡する場合には納税証明書も一

緒に渡し、自動車を譲り受ける場合には納

税証明書も一緒に受け取りましょう。

ウィーン国立歌劇場音楽監督の
あの小澤征爾の後輩の皆さんがやってくる！

日　時：平成 20 年 6月 14 日（土）
開場：13:00　開演：13:30　終演予定：14:30
会　場：片品村文化センター（入場無料）

トリオ・デュ・ポローニア
地域社会と密着した新しい音楽スタ
イルを打ち出し、サロンコンサートを
中心に幅広く活動。多摩文化国際交流
コンサートにも出演。 

桐朋学園大学
戦後、日本の音楽芸術をリードして
きた人たちを輩出し、世界的にも認め
られ、重要視されている。

出　演：トリオ・デュ・ポローニア
（桐朋学園大学音楽部出身）
ヴァイオリン･佐藤茉奈美　
チェロ･土佐美華
　ピアノ･大庭従美江）
演奏曲目
①ビゼー：歌劇「カルメン」前奏曲 ②プッチーニ：歌劇
「ジャンニ・スキッキ」より～私のお父さん～③千の風に
なって④ショパン：幻想即興曲⑤クラシックメドレー～
自然編～ ⑥夏の思い出 など全 12 曲　
主　催： 「尾瀬水芭蕉コンサート」実行委員会
　　　　（尾瀬林業株式会社、片品村）
問い合わせ ： むらづくり観光課     58-2112  
観光協会　　　　　　　　　　　 58-3222
片品村ホームページ http://www.vill.katashina.gunma.jp/

尾瀬・水芭蕉コンサート
音楽と尾瀬を愛する人のための

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

年 

金 

だ 

よ 

り

　

平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
４
，
４
１
０
円
で
す
。

　

納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日
（
翌
月
末
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
営
業
日
）
で
す
。

　

十
分
な
所
得
や
資
産
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り
保
険
料

を
納
め
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
り
、
国
税
徴
収
法
の
例

に
よ
る
滞
納
処
分
（
財
産
差
押
え
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
の
「
早(

は
や)

割(

わ
り)

」
が
お
得
で

便
利
で
す
。
口
座
振
替
の
指
定
日
を
納
付
期
限
よ
り
１
か
月
早
め
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
が
１
か
月
当
た
り
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

（
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
の
国
民
年
金
課
）

　
　
　

・
渋
川
社
会
保
険
事
務
所
（　
　

０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
０
７
）

（
土 

・ 

日
曜
は
除
く
）

●
受
験
申
込
書
提
出
先

　

第
一
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院

　

各
地
方
事
務
局

　

関
東
信
越
国
税
局
管
内
の
試
験
地
を

管
轄
す
る
地
方
事
務
局
は
次
の
と
お
り

で
す

　

人
事
院
関
東
事
務
局

　

〒
３
３
０―

９
７
１
２

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区

　

新
都
心
一
番
地
一

　

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
一
号
館

　
　
　

０
４
８
（
７
４
０
）
２
０
０
６

●
試
験
日

　

第
１
次
試
験　

９
月
７
日
（
日
）

　

第
２
次
試
験　

10
月
16
日
（
木
）
〜

　

23
日
（
木
）
の
指
定
す
る
日

●
試
験
地

　

第
１
次
試
験

　

人
事
院
各
地
方
事
務
局
が
示
し
た
試

　

験
地

　

第
２
次
試
験　

　

第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す

　

る
試
験
地

●
問
い
合
わ
せ
先

　

関
東
信
越
国
税
局　

人
事
第
二
課

　

試
験
係

　
　
　

０
４
８
（
６
０
０
）
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
０
９
５
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講　
　
　

習

動
物
駆
逐
用
煙
火
講
習
会

　
　
　
　
（
旧
轟
音
玉
・
ト
ド
玉
）

　

近
年
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等

の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
、
下
記
の
動

物
駆
逐
用
煙
火
講
習
会
を
受
け
て
、
轟

音
玉
（
花
火
）
に
よ
る
追
い
払
い
を
し
、

農
作
物
の
被
害
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
日　

時　

６
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時

●
場　

所　

片
品
村
役
場

　
　
　
　
　

２
階
農
林
研
修
室

●
申
込
み

 

◎
受
講
料

　
（
新
規
）
４
，
０
０
０
円

　
（
更
新
）
３
，
５
０
０
円

　
（
継
続
）
１
，
５
０
０
円

（
新
規
）（
更
新
）
の
方
は
顔
写
真
を
１

枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
顔
写
真
１
枚　
（
横
2.5
㎝×

縦
３
㎝

/

裏
面
に
名
前
を
記
入･

バ
ッ
ク
に
背
景

の
な
い
も
の
）

　

以
上
を
用
意
し
、
５
月
23
日
ま
で
に

役
場
農
林
建
設
課
窓
口
で
受
講
申
込
み

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

）平成１９年度　国保税第１２期　納税率調（税額）
国保税 村全体(国保税)

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

白
根 

丸
沼

（平成２０年　4月 10 日現在）

税 

金 

だ 

よ 

り

宅
地
の
税
負
担
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方

（
評
価
額
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
税
金
が
上
が
る
の
は
な
ぜ
か
？
）

１　

商
業
地
等
（
住
宅
用
地
以
外
）

ア　

負
担
水
準
が
70
％
を
超
え
る
商
業
地
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
70

　
　

％
を
課
税
標
準
額
と
し
ま
す
。

イ　

負
担
水
準
が
60
％
以
上
70
％
以
下
の
商
業
地
等
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

　
　

課
税
標
準
額
を
据
え
置
き
ま
す
。

ウ　

負
担
水
準
が
60
％
未
満
の
商
業
地
等
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
課
税
標
準

　
　

額
に
当
該
年
度
の
評
価
額
の
５
％
を
加
え
た
額
を
課
税
標
準
額
と
し
ま

　
　

す
。
た
だ
し
、
当
該
額
が
、
評
価
額
の
60
％
を
上
回
る
場
合
に
は
60
％

　
　

相
当
額
と
し
、
評
価
額
の
60
％
を
下
回
る
場
合
に
は
60
％
相
当
額
と
し

　
　

ま
す
。

２　

住
宅
用
地

ア　

負
担
水
準
が
80
％
以
上
の
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
課
税
標
準

　
　

額
を
据
え
置
き
ま
す
。

イ　

負
担
水
準
が
80
％
未
満
の
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
課
税
標
準

　
　

額
に
、
当
該
年
度
の
評
価
額
に
住
宅
用
地
特
例
率
（
６
分
の
１
又
は
３

　
　

分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
「 
本
則
課
税
標
準
額 

」
と
い
う
。）

　
　

の
５
％
を
加
え
た
額
を
課
税
標
準
額
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
該
額
が
、

　
　

本
則
課
税
標
準
額
の
20
％
を
下
回
る
場
合
に
は
20
％
相
当
額
と
し
ま
す
。

３　

負
担
水
準
と
は
、
評
価
額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
標
準
額
割
合
の
こ
と

　
　

で
す
。

４　

課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し
て
評
価
額
と
同
じ
で
す
が
、
宅
地
に
つ
い

　
　

て
は
評
価
額
よ
り
も
低
く
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
民
課　

☎（
５
８
）
２
１
１
６

輝輝
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

金
井
要
久
さ
ん
（
越
本
）

　

５
月
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
は
、
昨
年
９
月
か
ら
少
年
野
球
・

片
少
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
監
督
に
就
任
し

ま
し
た
金
井
さ
ん
で
す
。

　

現
在
、
監
督
以
下
コ
ー
チ
２
名
・
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
コ
ー
チ
２
名
で
、
小
学
校

２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
23
人
の
練
習

を
み
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
火
曜
を
除
く
毎
日

の
放
課
後
練
習
と
週
末
の
練
習
試
合
な

ど
で
、
指
導
者
も
大
変
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
野
球
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が

多
く
、
ま
た
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
体

を
動
か
す
こ
と
も
好
き
な
よ
う
で
し
た
。

　

金
井
さ
ん
は
職
場
と
家
族
の
理
解
も

あ
っ
て
ほ
ぼ
毎
日
グ
ラ
ン
ド
に
出
て
指

導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
時
は
、
基
本
動
作
や

２
女
の
菜
乃
花
ち
ゃ
ん
と
金
井
さ
ん

個
々
の
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
体
を
使
っ
て

指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

金
井
さ
ん
の
野
球
歴
は
、
沼
田
市
の

升
形
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
か
ら
始
ま
り
、
利

南
中
時
代
は
外
野
手
と
し
て
沼
田
市
中

体
連
で
優
勝
し
県
大
会
に
も
出
場
し
た

そ
う
で
す
。

　

利
根
商
時
代
は
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
入
部

し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝

ち
進
ん
だ
そ
う
で
す
。

 　

ホ
ッ
ケ
ー
の
Ｂ
級
審
判
員
（
全
国
大

会
の
審
判
）
ま
で
取
得
し
、
厳
し
い
規

律
の
な
か
で
過
ご
し
き
た
金
井
さ
ん
は
、

「
厳
し
い
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い
を
も
っ

と
う
に
練
習
し
て
い
き
た
い 

」  

と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

低
学
年
生
が
多
く
、
集
中
し
て
の
練

子ども達に分かり易く説明する金井さん

習
は
大
変
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
き
び

き
び
し
た
中
に
も
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
で
６
回
あ
る
大
会
は
、
予

選
か
ら
勝
ち
上
が
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
当
初
の
目
標
で
あ
る
利
根
沼
田

少
年
野
球
大
会
（
５
月
３
日
〜
10
日
）

は
幸
先
良
く
初
戦
突
破
し
ま
し
た
。

　

日
本
人
野
球
選
手
が
海
外
の
球
団
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
う
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
へ
の
指
導

が
元
に
な
り
、
や
が
て
大
成
し
狭
き
門

を
通
っ
て
行
く
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

金
井
さ
ん
や
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

保 

健 

だ 

よ 

り

平
成
20
年
度
保
健
推
進
員
紹
介

　

保
健
推
進
員
は
、
地
域
に
お
け
る

保
健
衛
生
業
務
の
充
実
と
円
滑
な
推

進
を
図
り
、
住
民
の
健
康
の
保
持
増

進
に
寄
与
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

村
内
で
57
名
の
保
健
推
進
員
が
お

り
ま
す
。
任
期
は
２
年
間
で
今
年
度

は
19
名
の
方
が
任
期
交
代
し
、 

４
月

３
日
に
片
品
村
長
か
ら
委
嘱
状
が
新

た
に
交
付
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　

須
賀
川　
　
　
　

松
浦　

一
江

　

幡
谷　
　
　
　
　

桑
原　

洋
子

　

鍛
冶
屋　
　
　
　

星
野
よ
し
子

　

登
戸　
　
　
　
　

星
野　

美
幸

　
　

〃　
　
　
　
　

長
谷
川
厚
子

　

針
山　
　
　
　
　

千
明　

幸
子

　

下
小
川　
　
　
　

高
山
美
津
子

　

中
井　
　
　
　
　

田
川　

立
枝

　

穴
沢　
　
　
　
　

星
野　

正
子

　

上
小
川　
　
　
　

千
明
八
重
子

　

阿
村　
　
　
　
　

入
澤　

多
枝

　

上
而　
　
　
　
　

笠
原
し
ず
子

　

新
井　
　
　
　
　

鏑
木
と
し
子

　

古
仲　
　
　
　
　

吉
野　

民
子

　

伊
閑
町　
　
　
　

萩
原　

雅
美

　

鎌
田
２
組　
　
　

星
野　

和
枝

　

鎌
田
３
組　
　
　

井
上　

玲
子

　

鎌
田
４
組　
　
　

星
野
ヒ
サ
子

　

鎌
田
５
組　
　
　

中
坪
ア
サ
子

世
界
禁
煙
デ
ー

　

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で

す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
禁
煙
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

喫
煙
に
よ
る
害

　

タ
バ
コ
の
煙
に
は
約
２
０
０
種
類

の
有
害
化
学
物
質
が
含
ま
れ
、
40
種

類
以
上
は
発
が
ん
物
質
で
す
。

喫
煙
は
が
ん
、
心
臓
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
タ
バ
コ
は
自
分
だ
け

で
な
く
、
周
り
の
人
の
健
康
に
も

悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

禁
煙
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

・
寝
つ
き
や
目
覚
め
が
良
く
な
る
。

・
咳
や
た
ん
が
出
な
く
な
り
、
呼
吸

　

が
楽
に
な
る
。

・
息
が
臭
く
な
い
。

・
子
ど
も
の
や
け
ど
や
タ
バ
コ
の
誤

　

飲
の
心
配
が
な
い
。

・
お
小
遣
い
が
貯
ま
る
。 （
一
日
一
箱
、

　

一
年
間
で
約
10
万
円)

＊
こ
の
他
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ

　

ん
あ
り
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
禁

　

煙
の
強
い
動
機
づ
け
に
な
る
よ
う

　

な
も
の
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。




